
道 路 管 理 課 

 

１ 道路管理事務    予算科目（款・項・目）４０・１０・１０〔決算書２７９～２８１ページ〕  

身近な公共施設である道路などを適正な状態に保つため，道路法及び各種法令等に基づき，道路管

理者として必要な調査，審査，許可，指導及び監督を行うもの 

(1) 道路台帳整備 

道路法第２８条において，「道路管理者は，その管理する道路の台帳（略）を調製し，これを保

管しなければならない。」と定められている。この規定に沿って，道路管理事務を円滑に遂行し，

道路の区域や構造等，道路管理における基礎的な事項を把握するため，毎年，道路台帳の補正等を

行っている。 

ア 調布市道の状況（令和２年３月３１日現在） 

(ｱ) 市道路線数 ２，９１９路線（主要市道 ３４路線，一般市道 ２，８８５路線） 

(ｲ) 延べ延長 ４０６，７１４．３０ｍ 

(ｳ) 延べ面積 ２，０６６，４７１．０３㎡ 

イ 市道路線の認定・廃止等 

(ｱ) 市道路線の認定 ６路線（延長９８７．７１ｍ） 

(ｲ) 市道路線の廃止 １９路線（延長８６８．１２ｍ） 

(ｳ) 市道路線の区域変更 ８３路線 ９２箇所 

ウ 道路敷地の寄附受け（開発事業による寄附受けを含む。）  

２１件 面積２，３５１．８５㎡ 

 (2) 道路等証明の発行状況 

ア 道路幅員等証明 ３１件 

イ 道路区域証明 ２２件 

ウ 道路等境界証明 ２６３件 

エ 法定外公共物証明 ２件 

オ 境界図コピー対応 ４，７９１件 

(3) 路線調査測量 

市道路線等境界確認件数 ５０件 

 (4) 路面下空洞化調査  

道路の適切な維持管理に向け，平成２６年度から，道路幅員５．５ｍ以上の道路やバス路線等を

中心に，市内約９０ｋｍの路面下空洞調査を実施している。 

令和元年度は，路面下の経年変化を確認するため，これまで調査した路線のうち延長約３１ｋｍ

を調査し，１４箇所の補修工事を実施した。 

項 目 29 年度 30 年度 元年度 

調査道路延長（km） 10.5 49.7 31.2 

空洞可能性箇所数 5 66 31 

補修対応箇所数 2 35 14 

今後対応箇所数 3 31 17 

(5) ふれあいのみちづくり事業 

市道等の適正な維持管理及び美化の推進を図り，地域コミュニティの活性化に貢献するため，市

と市民が協働して，市道，水路，けい畔その他特定の公共空間における清掃等の維持管理活動を実



施するもの 

ア 認定団体数，構成人員 １７団体 ２２０人 

イ 活動延長 ９，１８９ｍ 

(6) 道路占用等 

道路法第３２条（道路の占用の許可），同法第４４条（沿道区域の損害予防義務），同法第４７

条の２（特殊車両の通行の許可）及び同法第２４条（自費工事）の規定による届出を審査し，許可

又は不許可の判断をするとともに，車両制限令第１２条（特殊な車両の特例）の規定による通行認

定を行った。 

ア 道路占用申請件数 １，４９５件 

イ 沿道掘削申請件数 １４件 

ウ 特殊車両通行許可協議件数 ２２９件 

エ 大型・特殊車両通行認定申請件数 ２５件 

オ 自費工事施行承認申請件数 １６２件 

 

２ 道路維持保全    予算科目（款・項・目）４０・１０・１０〔決算書２８１～２８３ページ〕 

市民生活の安全・安心を確保するため，道路及び附帯施設（道路排水施設や街路樹等）を一体的に

管理し，適切な維持補修を行うもの 

道路上に不法に投棄されたごみ，除草や樹木のせん定については，ごみ対策課及び緑と公園課と連

携し，迅速な対応に努めた。 

(1) 道路清掃等 

ア 道路清掃 ２，４２７ｋｍ 

イ ます清掃 ８，３１３箇所 

ウ 水路等清掃 ７２４㎥ 

エ Ｕ字溝清掃 ８６ｍ 

(2) 除草 ８４，８９９㎡ 

(3) 維持補修  

ア 舗装補修 １５，４９５㎡ 

イ 雨水ます設置 ２０箇所 

(4) 街路樹 

ア 定期管理 ６４路線 ２８，８８６㎡ 

イ 伐採，その他枝切り等 ７８件 

 

３ 交通安全施設        予算科目（款・項・目）４０・１０・１０〔決算書２８３ページ〕 

道路に附帯し，街路灯，道路反射鏡，防護柵等，交通安全上欠くことのできない施設について，異

常の有無を常時パトロールするとともに，市民からの通報や要望に対して迅速に対応することで良好

な状態の保持に努めるもの 

(1) 街路灯（ＬＥＤ化率２４．６％） 

ア 街路灯新設 ６０箇所 

イ 照明器具修理 ２，２４６件（うち，照度改善３４３件） 

ウ 防犯外灯電気料金の助成 ２自治会 １，０３１，５６５円 

(2) 道路反射鏡 

ア 道路反射鏡新設 ４基 



イ 鏡面交換，角度調整等 １９１箇所 

(3) 防護柵 交換・修理等 ８８箇所 

(4) 道路区画線標示 ２，９９３．９ｍ 

(5) 自発光式交差点 鋲
びょう

 

ア 新設 ０基 

イ 交換・修理等 １基 

 

４ 地籍調査          予算科目（款・項・目）４０・１０・１０〔決算書２８３ページ〕 

毎筆
まいふで

の土地について，その所有者，地番及び地目の調査並びに境界及び地積に関する測量を行い， 

その結果を地図及び簿冊として作成するもの 

国土調査法に基づき地元自治体等が行う土地の最も基本的な調査で，市町村が実施する地籍調査の 

場合は，事業費のうち２分の１を国が，４分の１を都道府県が負担することとされている。国土調査

の緊急かつ計画的な実施の促進を図るため，平成２２年に閣議決定された第６次国土調査事業十箇年

計画では，「全国のＤＩＤ地区（人口集中地区）のうち，地籍調査を緊急に実施すべき地域の半分に

ついて，少なくとも官民境界情報の整備を完了させる。」ことを目標として事業量が明示されている。 

調査が完了すると，「地籍図」が不動産登記法第１４条の地図として登記所に備え付けられるとと 

もに，「地籍簿」により登記簿が書き改められることから，不動産登記の精度が高まり，土地取引の

円滑化や各種公共事業の計画，設計，用地買収，維持管理などに役立つことが期待されている。 

市では，平成１９年度に，道路や河川等の長狭物（主に官有地）と民有地との境界（官民境界）に

ついてのみを民々境界に先駆けて調査する「官民境界等先行（街区）調査」に着手し，上石原１丁目

と同２丁目において実施した。 

平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災に伴う地盤の変動により，東日本全域において測量 

基準点成果の改定が必要となったことから，市では，平成２４年度に市内の２級基準点の改測を実施

し，平成２５・２６年度に市内の３級基準点の改測を実施したことで，２級・３級基準点網の再構築

を完了させた。 

中断していた官民境界等先行（街区）調査を平成２６年度に上石原３丁目から再開し，平成３０年

度から下石原３丁目で実施している。令和元年度末の進捗率は３．１％（実施面積ベース）である。 

 

５ 道路整備          予算科目（款・項・目）４０・１０・１５〔決算書２８５ページ〕 

道路を安全で快適に通行可能な状態を維持するため，各種調査の結果を受けて道路整備を行うもの 

(1) 生活道路工事内訳 

生活道路は，地域住民の生活に密着した道路であり，ＦＷＤ道路調査や交通量調査の結果に基づ

き，傷みの激しい道路について補修工事を実施した。 

No. 事  業  名 延長(ｍ) 全幅員(ｍ) 歩道(ｍ) 金額(円) 

1 市道北 114 号線ほか 1 路線舗装

改良工事（令和 2 年度へ繰越工

事元-2） 

349 4.0～6.0  15,000,000 

(2) 人と環境にやさしい道路整備の工事内訳 

市内の主要な市道の中で，歩道と車道の段差が大きく，利用しにくい路線について，道路の移動

円滑化整備ガイドライン等に沿ったバリアフリー化工事を行うとともに，歩道の透水性舗装，車道

の排水性舗装を施工することにより，雨水の地下還元や雨天時の交通安全対策等に配慮し，誰もが

安全に利用できる道路整備を進めた。 



No. 事  業  名 延長(ｍ) 全幅員(ｍ) 歩道(ｍ) 金額(円) 

1 人と環境にやさしい道路整備事

業（主要市道 32 号線）東側歩道 

【施行委託】 

588 22.0 3.0 90,251,539 

2 人と環境にやさしい道路整備事

業（主要市道 12 号線） 

中央道西側～鹿島技術研究所前 

（令和元年度へ繰越工事 30-元） 

【施行委託】 

370 16.0 3.0 61,647,312 

3 人と環境にやさしい道路整備事

業（主要市道 12 号線） 

鹿島技術研究所前～府中市境 

（令和 2 年度へ繰越工事元-2）

【施行委託】 

350 16.0 3.0 73,102,500 

 

６ 橋りょうの耐震補強・補修   予算科目（款・項・目）４０・１０・１５〔決算書２８５ページ〕 

市が管理する，野川，仙川などに渡河を目的として架設された橋りょうは，いずれも旧道路橋示方

書（昭和３９年）に基づき設計・架設されたものである。これらについて，将来発生が想定される大

震災に備え，平成１４年に改定された道路橋示方書の耐震基準を満たすべく，平成１５年度から橋の

台帳を整備し，補強が必要な橋りょうを対象に耐震補強補修工事を進めるもの 

耐震補強が必要な４８橋のうち，令和元年度末時点で４４橋の工事が完了した。 

令和元年度は，飛田給スタジアム前歩道橋の塗装・橋面舗装補修工事を実施したほか，品川通りに

架かる横断歩道橋２橋の撤去工事を実施した。 

また，仙川橋及び神明橋について設計を行った。 

№ 事  業  名 金  額（円） 

1 スタジアム前歩道橋整備事業 214,805,580 

2 横断歩道橋撤去事業 65,943,560 

 

７ 市有財産の処分等  

市が管理する道路や水路は，本来，公共用財産として広く供用されるべきものであるが，その中に

は一部宅地内に取り込まれるなど，長くその機能が喪失しているものが存在する。これらのうち，元

に戻すことが客観的に困難で，今後も活用の見込みがないものについては，公有財産の有効利用の観

点から一定の手続を経たうえで，占有者や隣接地権者への売却や貸付けを進めるもの 

区 分 件 数（件） 面 積（㎡） 金 額（円） 

道路 12 1,062.99 77,730,612 

水路 4 53.22 4,239,000 

畦畔等 6 116.08 14,943,500 

合 計 22 1,232.29 96,913,112 

 

区 分 件 数（件） 面 積（㎡） 金 額（円） 

市有財産の貸付け 3 115.70 501,636 



８ 苦情・要望等処理 

  市民からの要望や苦情，道路パトロールを通じて，道路の水たまり・舗装劣化・陥没・家屋への振

動などが発見された場合，速やかに補修し，安全に通行できるようにするもの 

また，水路等の草刈り，清掃，不法投棄の撤去を行い，環境美化に努めるもの 

 処理の状況               （単位：件） 

種 別 29 年度 30 年度 元年度 

不法投棄 33 40 93 

草刈り・せん定 500 491 505 

道路補修 197 254 265 

道路・水路清掃 136 130 175 

その他 577 568 336 

合 計 1,443 1,483 1,374 

 


